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■ 本日のテーマ   オンライン文献管理ツール・EndNote basicの基本的な機能を知る 

 

■ 講習会で使用するデータベースの入口サイト 
 

http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

■ EndNote basicでできること 

1. 自分用の文献データベースをWeb上に作成する 

2. 参考文献リストを自動で作成する 

3. ユーザー同士で文献フォルダを共有する 

 
■ そもそも「文献管理ツール」とは？ 

論文情報や論文本文のデジタルファイルをフォルダに分けて整理・保存し、論文執筆時に保存した論文

情報から引用文献リストを自動作成してくれるソフトウェアやオンラインサービスのこと。 

東京大学所属者なら EndNote basic（機関版）と RefWorks、Mendeley（機関版）を個人負担なしで

利用できる他、個人でソフトウェアを購入して利用するEndNoteデスクトップ版や無料ツールのZotero、

ReadCubeなどもある。 

 
■ 文献管理ツールの選び方 

それぞれ特徴や相違点があるので、自分の使い方に合ったツールを探すとよい。多くの文献管理ツール

は相互のデータ移行が可能なので、一通り試してみてから使いやすいものに集約する方法もある。 

 参考  RefWorks, EndNote basic, Mendeley, EndNoteの主な相違点 

      ⇒http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/utonly/enw_refw.pdf 

      （本部情報基盤課［学術情報リテラシー担当］作成 学内からのみアクセス可） 

 
 

 

EndNote basic入門 

この資料に関するお問い合わせ：東京大学医学図書館情報サービス係講習会担当 
TEL: 03-5841-3667（内線:23667） E-mail: medkoshu@m.u-tokyo.ac.jp 

 

医学・看護系でよく使う

ものはこちらから！ 
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① 学内からWeb of Scienceにアクセスし、画面上部の「EndNote」をクリック。 

② サインイン画面で「登録」をクリックし、必要事項を入力する。 

 

 

 

 
 

＜Web of Scienceのログイン画面＞             ＜EndNote basicのログイン画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CWYWをインストールすると、PubMed・東京大学 OPACなどからのデータ取り込みや、MS Wordでの論文

執筆中の参考文献の挿入や参考文献リストのスタイル設定が簡単に行えるようになる。 

EndNote basic を使う 

http://www.myendnoteweb.com/ （学内・学外どちらからでもアクセス可能） 
または http://www.webofknowledge.com/ から「EndNote」をクリック 

【 ユーザー登録 】 

【 CWYW プラグインのインストール 】 

＊以下の場合、ユーザー登録は不要です 

 既にWeb of Scienceのユーザー登録をしている（Web of Science とアカウントは共通） 
 旧 EndNote Webでユーザー登録済（同じアカウントで EndNote basic も引き続き利用可能） 
 無料版 EndNote basicのアカウントを持っている（学内からサインインすると自動で無料版から機関版に

昇格し、利用できる参考文献リストのスタイルが増える） 

① 

② 

③ 

★パスワード作成上の注意  
・ 8文字以上  
・ アルファベット、数字、記号を必ず含むこと 

ユーザー登録後は、学内・学外を問わず
ここからサインインして利用可能。 

ここからユーザー登録する
と、機関版ではなく無料公
開版のアカウントとして登録
されてしまうので使わない。 
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① EndNote basicにサインインした状態でWeb of Scienceを検索する。 

② 検索結果一覧画面のプルダウンメニューから「EndNoteオンラインに保存」を選択。 

③ EndNote basicに取り込みたいレコードの番号を指定し、「保存」ボタンをクリックする。 

※取り込みたいレコードが飛び飛びに並んでいる場合は、必要なレコードの左端にチェックを付けてから

「EndNoteオンラインに保存」をクリックすると、チェックを付けたレコードだけが保存対象となる。 

④ データ送信が完了すると、「送信が完了しました」と表示された後、検索結果一覧画面に戻る。 

⑤ EndNote basic を開いていた画面に戻り、「マイレファレンス」タブを再読み込みすると、［未整理］フォルダ

に取り込んだレコードが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 Web of Science の検索結果をダイレクトエクスポート 】 

EndNote basic に取り込むと、 

このマークが表示される。 

保存済みレコードの目印になる。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

POINT! 

ここで取り込まれたレコードは、
すべて［未整理］フォルダに保存
される。 

（P.5参照） 

⑤ 
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① PubMed検索結果一覧画面で、EndNote basicに取り込みたいデータの左端にチェックを付ける。 

② 「Send to」のプルダウンメニューで「Citation manager」を選択。 

③ 「Create File」ボタンをクリック。 

④ EndNote basicにサインインするポップアップが表示されるので、メールアドレスとパスワードを入力。 

⑤ 「** references exported to EndNote Web」というポップアップが表示されたらエクスポート成功。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★CWYW を使わない方法や、その他のデータベースからの取り込み方法は、「各データベースから EndNote 

basicへのインポート方法」（本部情報基盤課［学術情報リテラシー担当］作成）をご参照ください。 

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/enw_import.html 

【 PubMed の検索結果をダイレクトエクスポート（プラグイン使用） 】 

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

④ 

POINT! 

ここで取り込まれたレコードは、
すべて［未整理］フォルダに保存
される。 

（P.5参照） 
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① 「マイレファレンス」タブから［未整理］フォルダを開く。 

② 移動させたいレコードの左端にチェックを付ける。 ※一括して移動させたいときは「すべて」にチェック 

③ 「グループに追加」のプルダウンメニューで「新しいグループ」をクリック。 

※既存のグループに移動させたいときは、プルダウンで表示されるグループ名をクリックする 

④ グループの名称を入力して「OK」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【補 足】 

A) EnNote basicに取り込んだレコードから電子ジャーナルの論文本文にアクセスするには 

⇒ または          をクリック。 

B) 取り込んだレコードを編集したい 

⇒ 論文タイトルをクリックすると編集画面が開く。適宜修正・追記等を行い、  ボタンをクリック。 

   全フィールドが検索対象になるので、例えば Research Notes欄に論文を読んだ際のメモなど任意の 

コメントを入力しておくと、後で思い出して探したり執筆中の論文に引用したりするときに便利。 

C) 手入力でレコードを新規作成したい 

⇒ 「収集」タブの「新しいレファレンス」をクリックすると、新規入力画面が表示される。 

   「レファレンスタイプ」（Book, Journal Article等）を選択すると、その資料タイプに沿った記入欄が表示 

されるので、各項目に入力後、  ボタンをクリックする。 

D) EndNote basicのレコードに、ダウンロードした電子ジャーナルの論文本文のファイルを添付したい 

⇒ レコード編集画面で「ファイルの添付」をクリックしてアップロード。 ※最大 2GBまで保存可能 

【 グループを新規作成してレコードを移す 】 

POINT! 

取り込んだレコードは、その都度こまめにマイグループに
移して整理しておくのが、上手な文献管理のコツ。 

グループ名は日本語でも入力可能。 

1つのレコードを複数のグループに保存することもできる。 

① 

② 

③ 

④ 
プロンプトが表示され
ないときは、ポップ 
アップブロックを解除
して再度実行。 

④ 
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① 論文原稿をWord ファイルで用意する。 

② 引用文献を挿入したい箇所にカーソルを合わせ、Wordのリボン「EndNote Web」（Wordのバージョンによ

り表記が異なる）を開く。ポップアップが表示されるので、メールアドレスとパスワードを入力してサインイン。 

③ Insert Citationsボタンをクリック。 

④ 検索ボックスに検索語を入れ、Findボタンをクリックする。 

⑤ 検索結果から引用するレコードを選択し（複数選択可）、Insertボタンをクリック。 

⑥ 論文情報が挿入されるので、投稿する雑誌の投稿規定に合致したスタイルを選択し、上書き保存する。 

 

 

 

 

 

【 参考文献リストの作成（プラグイン使用） 】 

③ 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

POINT! 

投稿する雑誌が既に決まっている場合は最初からその雑誌の
スタイルを選んでおく方法もあるが、論文執筆中は順番の入れ
替えや追加・削除などの編集を頻繁に行うことになるので、注
と参考文献リストを対照しやすい Numberedを選んでおき、最
後に投稿する雑誌の投稿規定に合わせるのがお薦め。 
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■ よく使う参考文献スタイルの登録 

① 「フォーマット」タブから「引用文献のフォーマット」をクリック。 

② 「お気に入りを選択」をクリック。 

③ 登録したいスタイルをクリックして反転させ、「マイリストにコピー」をクリック。 

※任意のスタイルをクリックしてからアルファベット 1 文字を入力すると、その文字から始まるリストの先頭に

移動できる。 

④ 「マイリスト」に移動したスタイルが、Wordのリボン「EndNote Web」の styleプルダウンに表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※WordからEndNote basicにサインインした後にブラウザからもサインインしてマイリストに新たなスタイルを追

加したときは、一旦Wordを閉じて再度ファイルを開き直すと変更が反映される。 

選択したスタイルは、右側の
マイリストに移動する 

① 

② 

③ 

④ 
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■ フィールドコードの削除～論文提出時の処理～ 

① Wordのリボン「EndNote Web」から「Convert Citations and Bibliography」をクリックし、「Convert to 

Plain Text」を選択 

② 確認のポップアップが表示されるので、OKをクリック 

③ EndNote basic とのリンクが切れた新しいWord ファイルが生成されるので、元の原稿ファイルとは異なる

名前で保存する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

POINT! 

提出用のプレーンテキストファイルを出版社や共著者に送信後、相手からそのファイルに修正指示が書き込まれて
返ってくることがあるが、そのときは必ず EndNote basic とのリンクを切る前の原稿ファイルを修正する。 

リンクの切れたファイルで修正作業をすると、挿入済みの引用情報に対しては削除や順番の入れ替え、スタイルの
変更などが反映されず、すべて手作業で修正しなければならなくなるので要注意。 

① 

② 

③ 
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① 「構成」タブから「マイグループの管理」を選択。 

② 「共有の管理」をクリックし、「このグループの共有を開始します。」をクリック。 

③ 共有相手の EndNote basicアカウントのメールアドレスを入力する。 

④ 共有相手の権限を「読み取り専用」か「読み書き」かに設定して「適用」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各種サポートページ・問い合わせ窓口 

・ EndNote basicを使うには？（本部情報基盤課［学術情報リテラシー担当］作成） 

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/enw.html 

・ EndNote basicサポート（トムソン・ロイター作成） 

http://ip-science.thomsonreuters.jp/products/enw/support/ 

・ インターネット講習会スケジュール（トムソン・ロイター作成） 

http://ip-science.thomsonreuters.jp/products/enw/training/ 

※EndNote basicの他、Web of Scienceや Journal Citation Reportsの講習会動画が見られます 

【 マイグループの管理と共有 】 

③ 

④ 

※マイグループで共有できるのは論文レコードの情報
のみで、添付ファイルは共有できない。 

共有したグループ内のレコードにファイルが添付さ
れていても、共有相手からは見られないように設定
されている。 

① 

② 


